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 本学は平成２８年度より、口腔内をＸ線で撮影する際に使用する手持ち型のデバイ
スを (株)フラットと共同で開発した。 
 
● これまでにあった技術的課題 
 口腔内をＸ線撮影する口内法撮影においては、患者自身、撮影者、もしくは歯科
助手等が指を使って患者の口腔内の撮影箇所にイメージングプレートを押し当て
る必要がある。そのため、患者の唾液が指に付着したり、指がＸ線で被爆したりす
るといった課題があった。 

 
● 手持ち型撮影用デバイスの開発 
 上記課題を解決すべく、(株)フラットと共同で、イメージングプレートを先端
部に装着できる手持ち型の撮影用デバイスを開発した。このデバイスは、先端部
に装着したイメージングプレートを患者の口腔内に容易に配置することができる
ので、指に患者の唾液が付着することも無く、Ｘ線被爆の危険性も無い。また、
純チタン製のため、金属アレルギーの患者にも安心して使用できる。 
現在、(株)フラットから「スマートグリップＩＰ」の名称で販売されている。 

 
【参考ＵＲＬ】 http://www.k-flat.co.jp/index.html 

※ (株)フラットのホームページ 

 


